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（別紙様式２）

論　文　審　査　の　結　果　の　要　旨
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【背景】急性弛緩性脊髄炎（AFM）は原因不明な脊髄運動ニューロンの関与を伴う急性弛緩性麻痺
（AFP）症候群である。申請者らは2015年秋に日本で発生したエンテロウイルスD68（EV-D68）の
アウトブレイクと同時に多発したAFMの特徴と予後因子を調査した。
【方法】2015年8月-12月に全国調査を実施し、続いてAFM症例集積研究を行なった。放射線画像な
らびに神経生理学的データは中央レビューを受け、利用可能な検体に対してはウイルス学的検討
が行われた。
【結果】小児55名と成人4名（年齢中央値 4.4歳）からなる59症例のAFM（確定例58、高可能性例
1）が同定された。AFM流行曲線は病原体サーベイランスから探知されるEV-D68と強い時間的相関
を示したが、その他の病原体との相関は示さなかった。9名の患者検体からEV-D68が検出され、5
名は鼻咽頭、2名は便、1名（成人例）は脳脊髄液、1名（先行してステロイド投与した小児例）は
気管吸引、鼻咽頭および血清検体からの検出であった。症例は1肢から4肢まで不均一な肢麻痺パ
ターンを呈していたが、全ての確定例がMRIで脊髄灰白質の縦走病変（中央値20脊髄分節）を示し
た。59症例中50例（85%）に脳脊髄液細胞増加が認められ、29症例中8例（28%）でギラン・バレー
症候群にしばしば見られる抗ガンクリオシド抗体が陽性であった。フォローアップ時に患者52名
が何らかの残存麻痺を残した。予後良好因子には、治療前の徒手筋力テストスコア>3、正常なF波
出現率、およびEV-D68陰性状態が含まれた。
【結論】EV-D68はAFMの原因病原体の一つかもしれないが、免疫応答などの宿主感受性因子がAFM
の発症に寄与する可能性がある。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文
についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ
り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を
得た。なお本論文は共著者多数であるが、予備調査の結果、申請者が主導的役割を果たしている
ことを確認した。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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